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この文章を書いている3月下
旬、テレビやラジオ、ネット

とどこでも報道は新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）のこと
ばかり。そんな中でも川根の春は
ちゃんと来ていて桜の開花、木々
の芽吹き、町の色が変わってきた
のを感じます。

さて、早いものでエコティかわ
ねに就職して3年目が始まろ

うとしています。川根の自然と共
に生きる、感性豊かで温かい人た
ちに憧れてこの町に来た私。実は
川根で良いな・素晴らしいなと思
うことは、自分で発見するよりも

町民の皆さん、川根が好きで移住・
遊びに来た方、エコティを利用し
てくださったお客様、自分以外の
方々から伝えてもらったことが多
かったと思います。

2年間で感じたことの１つに、
川根は「受け皿」になり得る場

所だなと。「癒される」というのは
川根の自然を楽しみに来た多くの
参加者の方から聞かれる言葉で
す。星を見て、湖面を見て、里でも
山でも、どの季節でもそう言って
下さる方が多いのです。人が温か
いことも良く褒めていただき、自
身も実感するところ。この町は懐
深く、人を受け止め受け入れられ
る土壌を持った、豊かな場所だと
思います。

今年の抱負として町外の方に
はもちろん、住民の皆さん、

川根で働く方や学生さん。一人一
人が町の良さに改めて気付き、こ
の町で「自分として生きる」ための
きっかけが何か作れたら良いな
と思っています。心機一転、初心に
帰って川根を見つめていきたいで
す。こんな時代だからこそ、この町
でできることを一緒に見つけてい
きましょう。

◆川根のみきてぃとまるちゃんが綴る「ブログ版　川根本町エコティ日記」 http://ecotkawane.eshizuoka.jp/

一般社団法人エコティかわね
川根本町桑野山424-6
電話：0547-58-7000
ファクス：0547-58-7001
E-mail:ecotkawane@gmail.com

今年の初カヤック。お客様からは
湖面を見るだけで癒されるとの声が

エコティかわね 事務局員

丸野宏夏
の

丸野宏夏（まるの ひろか）
鹿児島県南九州市（旧知覧町）出身。平成26年４月より一年間、緑のふる
さと協力隊として本町で活動。大学卒業後、屋久島のＮＰＯ法人に勤務し
た後、平成29年８月より川根本町まちづくり観光協会へ。平成30年から
エコティかわね事務局員として、エコツーリズム推進の舵取り役に!

⑶ 活力づくり事業
対象事業：�地場産品を活用した産業の活性化、伝統文

化の保存・伝承・創出、地域の自然環境を
活かした事業（同一事業につき３年限り）

対 象 者：�団体
補 助 率：�10 分の 8
限 度 額：�50 万円
　　　　　（ただし、2 年目：40 万円、3 年目：30 万円）

⑵ 魅力づくり事業
対象事業：�地域のコミュニティ活動及び交流の促進のために行われ、

公共性・公益性が高く地域の活性化に資すると認められ
る事業

対 象 者：�団体
補 助 率：�10 分の 8
限 度 額：�【計画策定事業】20 万円／年（1 年）
　　　　　【計画推進事業】120 万円／年（2 ヵ年以内）

⑴ 人づくり事業
対象事業：�国や地方公共団体等が実施する地域活性化に寄与すると

認められる研修（応募・参加型）事業または、自らが企
画・実施する研修（自己企画型）事業

対 象 者：�町民及び団体
補 助 率：�10 分の 8
限 度 額：�【応募・参加型】海外：24 万円／人
　　　　　　　　　　　　 国内：8 万円／人
　　　　　【自 己 企 画 型】20 万円

ここにも、一つの物語。
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